
～「万助川砂防堰堤」～ 
鮭川砂防管内の直轄で最初に完成した堰堤  

鮭川流域の砂防堰堤紹介(その３)                                                  

 万助川砂防堰堤は鮭川流域
真室川右支川小又川に注ぐ万
助川に建設された重力式コン
クリート堰堤です。昭和53年
度に堤高7m、堤長47mで竣工
しました。 
 平成16年豪雨で、万助川支
川の銅沢において規模の大き
い地すべり性崩壊が発生し、
不安定土砂が堆積しました。 
 万助川本川に新規の砂防設
備を配置する区間がないため、
既設である万助川砂防堰堤の
機能改善により整備計画する
こととし、堤高11.5m、堤長
52mに改良されて平成20年度
に竣工しました。 

砂防堰堤の巡視・点検 

堰堤諸元： 
形式：鋼製ダブルウォール 
堤高：8.5m  
   （標高276.89m） 
堤長：121.5m 

 本体着手から２年、工事用道路着手から４年目で竣工を迎え
ることができました。大きな事故や災害もなく竣工することが出来
ました。 
 工事中は地区のみなさまに何かとご不便をおかけいたしました
が、これからは土石流から地区の皆さんを守って行きたいと思い
ます。 

朽ノ木沢砂防堰堤 
く ち の き さ わ 

撮影平成１９年６月 

撮影平成２５年７月 

 大雨の後や、地震の後には砂
防堰堤の巡視･点検を行っていま
す。 
 点検には、定期点検と臨時点
検があります。 
 定期点検は毎年１回、全砂防
堰堤（３１箇所）の状態を確認
します。 
 臨時点検は大雨の後や地震の
後（震度４以上）に主要砂防堰
堤等の状態を確認します。 
 積雪時で、堰堤に行くことが
困難なときは、堰堤下流の河川
流況と河川の濁りを確認します。 
 点検時には点検票を使って点
検の抜け落ちがないようにして
います。点検の結果、異常が
あった場合は補修を行い機能の
回復を図ります。  

定期点検 

大雨後臨時点検 

積雪時地震後臨時点検 

工事中のようす H25.7撮影 

朽ノ木沢砂防堰堤 

奥羽本線 至：湯沢 
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         ■お問い合わせ 
 

         〒996-0071 山形県新庄市小田島町5-55 
         TEL 0233-22-0251(代表)   FAX 0233-23-7350 
           国土交通省 東北地方整備局 新庄河川事務所 
               建設監督官 岩花（いわはな） 
           HPｱﾄﾞﾚｽ http://www.thr.mlit.go.jp/shinjyou/              

新庄河川事務所への道あんない 
新庄河川
事務所 

国
道
１
３
号 

ご覧になった
感想や意見
をお寄せくだ

さい。 
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